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まずは家庭から見直そう!
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　下水道や合併処理浄化槽など、生活排水を処理する施設の整備状況を示す「汚水処理

人口普及率」は、中国地方全体で71.4％であり、残りの28.6％（220万人に相当）につい

ては、台所やお風呂などからの生活雑排水が未処理のまま川や海に流れ込んでいます。 

　そのため、各県や各市町村においては、下水道等の整備により汚水処理人口普及率の

向上を図るとともに、生活排水による汚濁の防止のために家庭でできる対策の普及な

ど様々な取り組みを行っています。 

　また、各県では生活排水対策が特に必要な地域を「生活排水対策重点地域」に指定し

ています。指定された地域を含む市町では「生活排水対策推進計画」を定め、総合的に対

策を推進しています。 



「自分ひとりぐらい汚れた水を流しても…」という気持ちはありませんか？ 
郷土を美しくするのも汚してしまうのも、あなたの行動次第です。 

みんなで生活排水対策に協力しましょう。 

　一人が１日当たりに出す水の汚れは、BODに換算して43ｇにもなり、そのうち台所から 
出る汚れが一番多く17ｇ（40％）を占めていて、台所での対策が最も重要になります。 

※魚がすめる水質をBOD5mg/L 
　浴槽300Lとして計算 

BOD：水の汚れを表す指標の一つで数値が大きいほど汚れていることを表します。 

環境省「生活雑排水対策推進指導指針」より 


